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凡例




これは「世間の顏」（昭和十二年五月二十日　竹村書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに脱字と思われる箇所は〔　〕内に補いました。























世間の顏








一




　貞野は首藤吉之助に伴れられて、その分讓地を見に來たが、落膽した。練馬の先の××分讓地の廣い丘には、夏草の中に、それを筆太に書いた白い丈高い𣏾くひが不愛想に立つてゐる。素人目にも、市の中心から大分離れたこんな邊鄙ぴな荒れた土地に、良い豫想が持てるものではなかつた。

　「賣物だつて言ふのに、草の手入れもしてないぢやありませんか」

　と彼女は乾燥し切つた叢の中から時々からみついて來る蠅を袂で打拂ひながら、思はず彼に突つかかるやうな語調になつた。それには良人の生前、首藤の急所を突くときに出た、そのひびきがこもつてゐた。ところが、首藤吉之助は、ほんの先刻、家を出るときまで、あれほどすすめて居た彼だのに、「五六年も雨ざらしのままなんだろ、どうせ買手がないんだから」と、掌の裏を返すやうな言ひ方をした。その變り方の烈しいのに貞野はぎよつとする氣持で彼を振返つたが、首藤はいつもの顏をしてゐた。貞野はそれでその先を言ふ言葉の腰を折られて了つたし、それ以上に、そんな變り方を平氣でする首藤が無氣味に思はれた。

　歸りの郊外電車の中であつた。驛の近くに自動車があると思つて、東京からの自動車を歸したことは失敗だつたと、彼は貞野の不機嫌な顏には頓著なく喋舌りつづけた。彼のその姿にはもはや分讓地を買ふことをすすめたことも、わざわざここまでやつて來たことも全く忘れた、どころか、まるで女をつれて物見遊山に來たやうな浮々したものだけがあつた。その上彼は、やがて窓から來る凉風を橫顏に浴び、肥つた巨軀を腰掛の上で持ち扱ひ兼ねながら居眠りを始めた。そして時々薄目をあけて貞野の方を見た。その不作法な身のこなし方、彼女を見るそのその目、それには相手の隙間あなをつかんで、そこに居据つて了つた男の圖々しさが現れてゐた。

　長い交際だが、今までそんなことがなく、それどころか、今日家を出るときまで無かつたのである。貞野は嘗つて彼の意見に從つたことがないので、彼の意見に初めて從ひ、今日一緖に外出した、そのことに彼は彼女の隙間あなを見つけたのだらう。何か騙されたやうで腹が立ち、貞野は思はずきつい視線になつた。殊によると、分讓地の話は名儀だけのことで、實は一度でも自分の意見に從はせるための魂膽ではなかつたかと邪推もして見た。

　良人が大きな負債を殘して急逝してから足掛三年經つ。今ではその負債の利子すら拂ひかね、負債の上に負債が重なる有樣である。現在の家屋敷は二重抵當に這入つてゐるが、それを賣拂ひ、それを抵當とした分の負債を返して、殘額で安い分讓地を買ふのである。そして自分の手頃な家を建てた上、四五軒の貸家を作つて人に貸した方が、せめて今の場合この苦境を緩和する策ではないか、それが首藤吉之助の意見で、坪十四五圓のこの分讓地をすすめたのである。成程世渡巧者の首藤らしい考へ方だと貞野は肯くものがあつたが、さう簡單に勞苦を共にした邸を賣ることができるものではなかつた。ましてそれが良い考へ方だつたにしろ、首藤から出た意見では、それだけでも毛嫌ひして了ふ貞野だつた。

　ところが、いつか動かされ、一緖にわざわざ分讓地まで來たのは、良人の死後の邸の空氣が手傳つてゐた。あれほど訪問客が繁かつたのに、政界人だつた良人の急逝と共に、ばつたりと人足は絕え、庭ののびた木々だけがひどく目だち、襖の開たての音が變に高く響くのである。相變らず出入する首藤の姿は、同じ首藤でゐながら、さう言ふ空氣の中では自づと、妙に幅廣い大きな存在になつてゐたからである。

　大體、首藤吉之助は代議士だつた良人野々垣儀平の選擧事務長を永くしてゐた男である。元は反對黨で政敵の間柄だつたのが、その縣の白煉瓦會社の合併があり、野々垣が大株主の會社と首藤が社員だつた會社が一つになると、それが緣に兩人は近づきになつた。それから一年、首藤は何に感じたか、野々垣の政黨に鞍換ヘし、忠實まめ々々しい彼の運動員になつた。沒落した海產問屋の次男坊が、惡戰苦鬪してここまで這ひ上つて來た、そのどこかに見所があつたのだらう、野々垣も隨分信用してる風に見えたが、その中に前の選擧事務長の不正を抉發して追ひ出すと共に、彼がその位置に据つた。若肥りがしてゐて、いつもにやにやと笑つてゐるので、一寸小馬鹿にしたくなる面構だのに、選擧はいつもきわどい所でぐいと勝を制した。大丈夫かいと流石に野々垣はある危險を太い眉毛の曇りにしたが、それには一言も答へず、相變らずにやりにやりとしただけの首藤吉之助だつた。

　ところが、さう言ふ彼の才能がいつか内部に向つても働いてゐたと見え、前選擧事務長を不正の抉發で追ひ出しながら、その同じ不正で彼は一會社員からむくむくと私腹を肥やして、色々な事業に手をのばし始めたし、その最たるものは、親分であり恩人である野々垣を、白煉瓦會社での目の上の瘤と思つてか、當時重役だつたその位置から、ひそかな策動の結果突き落したことである。いくら祕密裡にしようが、それがどこかから傳はらぬとは限らぬもの故、流石野々垣にも解つてゐただらうに、彼は全く智ぬ風の身のこなしで首藤に對してゐた。

　首藤の不正の數々を女らしい細かさと早耳とで摑んでゐるのは、瘦せた顏に緣なしの大きな眼鏡をかけた貞野だつた。鈍感らしい肥えた面に年中にやにや笑を浮べてる、その首藤の顏に對する反感が、彼女を一層細かさと早耳にさせてゐたので、底にひそめた重苦しい表情で、それとなく良人に諷するのだが、野々垣は聞いてたのか、どうか分らぬ頓珍漢な返事と表情をしてるきりである。けれども聞いてた證據にさう言ふことのあつた晩餐には、彼はきまつて料理の叱言を不機嫌な顏でならべ立てた。首藤は季節々々には貞野に贈物を持つて來、彼女はむげに突きかへすこともならず、良人に「又こんなことするのよ、煩さい男」と白しろ目めを見せれば、野々垣は「苜藤はお前のことと云ふと皆にほめてるよ、俺がてれ臭い位だ」と目を細くするだけだつた。さう言ふ良人の肚ものみ込めず、と言つて、首藤を理解しようと努めても、嫌氣がつのるだけなのでその鬱屈した感情が時々銳く彼の急所を面と向つて突くことになつた。

　突かれた首藤は目瞬のやうなものを顏にかげらしたが、それがその巨軀全體にまるでひびきがないらしく、忽ち例のにやにやした笑顏に戾つて了ふのである。それが鈍感とも或ひは圖々しいとも貞野には受取れるので、矢繼早やに突くことがあつたが、餘りそれが過ぎた後には彼女自身ぐつたりと疲れ、そして、首藤の良い點も考へてやらねばならぬ、彼の細君は少し頭が惡い上、もう六七年この方、腎臟病で病臥したままである。それを離緣をせぬのは勿論のこと金では不自由ない體なのに妾を圍ふでもなし、惡遊びの噂すら聞いたことがない、そのことの不思議さが彼女の頭に來るのだつた。

　貞野が首藤に伴れられて分讓地を見に行つた五日目、彼女には全く思ひがけないことが起つた。一人息子の綱雄が自宅から警察に拘引されたのである。

　恰度日曜日の十時頃で、去年大學を出るとづつと内閣會計檢査院に勤めてゐる彼は、そのとき遊びに來た隣家の坊やの靴を椽側で脫がせてやつてゐるところだつたし、貞野は彼が直して着られるものは、と思つて良人の形見の單衣物を、所々はげた漆塗りの長持の底から出して見てるところだつたのである。まだ片手に良人の單衣物を抱えたままの貞野が、思考の止つて了つたやうな顏をして寄つて行くと、洋服の二人連を待たしたまま悠々と着物を着換えてゐる綱雄は、

　「一寸行つて來ますよ、大したことでないにきまつてますよ、大したことなら、こんな時間に來つこはありませんからね」

　と言つた。なるほど貞野は思考が止つてゐたので、そんなものかなと、息子に言はれるままに肯くものがあつたが、頭とは關係のない肯き方だつた。

　綱雄が居なくなると急に彼女は頭がはつきりして、息子にもだまされたのだと急に周章て出した。綱雄は悠々としてゐたが、いつもなら言葉の後で笑ふものを、流石に笑へなかつたのはあの落著には噓があつたのだ、而も素直に周章することができず落著かうとしたところには、何か肚を据ゑ〔ね〕ばならぬ重大なものがかくされてるからだと今になつて、少し靑味がかつた緊張した息子の顏をしきりに目の前に浮べた。そして、混亂した頭で、彼女は相談すべき人々の顏を倒したり立てたりしつづけた。

　首藤の大森の家は青葉に圍まれて居り、蟬が鳴きしきつてゐた。その蟬の聲は彼女の心とは全く無關係な遠さだつた。彼は今では國の白煉瓦會社の取締役で、その支社が東京にある關係上、半年程も東京住ひである。出て來た首藤吉之助は「ようこそ。あんたが來て下さるなんてこりや大したことだ」と今までとはまるで違つた、垣根を取拂つた陽氣な聲なので、貞野の口はそこで先づ躓いた。先日分讓地行きを同意した自分の心をどんなに解釋してるか分つたものではない、その續きの心持でやつてきたと思はれては堪らぬと、「一寸今日は思ひがけないことで參りましたのよ」と冷たい聲で相手をつきはなした。だが首藤は「そりや又何に」と茶化しにかかる顏をした。もうすつかり貞野の隙間あなに喰ひさがつた圖々しさで、飮物を持つて來た女中に、爪揚子を持つて來てくれと、彼女の前も關はずに齒を無作法にちうちうと音立てた。貞野はもはや、どんなに冷たくはねつけても、效果のないやうに思はれ、この男の逞しい太々しさに遮二無二壓服される時が來るのではないかと、ふとひるむ自分を感じた。

　「やつぱり左翼關係ぢやないかね。今洗ひざらひ、浚つてゐるらしいから。親戚のどら息子も一週間程前にあげられたさうだよ」

　と綱雄のことを事もなげに首藤は言ひ放つた。貞野は左翼關係とは、心の表面まで持つて來て居なかつた考なので、びつくりした。その驚きで、彼女はさう言ふ性たちの綱雄ではないし、事實それらしい素振りはミヂンもなかつたし、むしろ反對の立場ではないかと思つてた程だと、抗辯した。そして「まさか」と打切りの言葉を吐いたが、吐いた瞬間、さうかも知れぬとどきり胸にこたへたものがあつた。

　野々垣儀平の姉の息子で、綱堆より四つ年上の從兄が居た。彼は大學を中途で止し、左翼の地下運動をしてゐたが、あげられ、一年半程未決にゐたが、頭が變になつたので、保釋になつて今は出て來てゐた。彼は高等學校時代一年程叔父の家に居たが、他人から見ると、彼と綱雄は全く瓜二つに見えるらしく、貞野は自分の顏を殆んど享けてゐない綱雄と、婚家先の顏を傳へてゐない俊行とが食膳に並んでゐるのを見較べながら、野々垣家の「血」の强さを考へたことがあつた。けれども、近親者から見れば、兩人は似てるやうであつて、この位似てないものはないと思はれた。それは近親者のみに解る内部的な光や影が容貌の上に浮び上るせいであらう。俊行が靜的なむしろ陰氣にさへ見える表情であるのに、一種猪突的な狂熱的なものがあるに反し、綱雄は明るく開け放しで、何を考へてゐるのか近親にも解らぬやうなところがあつた。表面に現れてるだけで解釋して了つてよい男のやうにも思へるが、それだけではないと考へさせられる節のある綱雄だつた。だが、これは又餘り近寄り過ぎた見方で、こんなに違つてる兩人ではあるが、それは表れ方の相違であつて、その底を這つてゐるものは、他人が見ると瓜二つに見える容貌のやうに、あるひは同じものではないかと、貞野は今はつと氣のつく思ひがした。それは野々垣家の血である。字和島藩士だつた曾祖父はその思想のために獄に投ぜられ、一ひと度び脫獄したが後捕へられて獄死をしてゐる。胸に鬱結するものを吐き出す術がなかつたためか、獄死の一月程前から狂人になつてゐたと言ふ慘めさだつた。

　さう云ふ曾祖父の血が色々な形で一族に擴がつてゐることを貞野は結婚後一年程して知つたのである。良人の儀平が中國のある私線の寒驛で、肉親の看護みとりもなく急逝したのも、その血がさせたわざだつた。縣會選擧の應援に行き、その候補者が金につまつてるのを見兼ねて、一旦上京し、奔走してまとめた金を持つて再び出て行つた。その前夜、痼疾の心臟病で卒倒したのを無理を押して出て行つたそのための心臟麻痺だつた。

　「あの子のことだから、さう見えないだけに、反つて首藤の言ふことが本當かも知れない」貞野は何もかも水泡に歸した眩暈を感じた。良人の死後、身の細るやりくりをし拔いたことも今も苦境を押し切らうとあせつてゐることも皆綱雄に父の遺業をつがせたい念願のためだつたにと悔いで一ぱいになつた。

　けれど、貞野は自分の苦悶を首藤の安つぽい同情で見られるのが嫌やらしくて、顏に平靜を浮べやうと努力した。だが、彼の方では早くも甘い慰め顏になつた。その甘さは女に甘い、甘さである。大きな圖づう體たいの男が、而も利己だけで固まつてゐる彼が、そんな甘さになることは彼女にとつて驚きでもあり、嫌らしさが一層つのつたが、一方變にその甘さの中にづるづると落ちて行つて見たい容易さを感じた。彼は利己をそつち除けにした顏で、警視廳關係の者を知つてゐるから、安心してくれ、明日の夕方までには吉報を持つて行くと、體を椅子から幾度かのり出した。

　貞野が家に戾ると、木場の岩本芳藏が留守中に來て、綱雄のことを聞くとひどく驚き、つい先刻まで待つてゐたが、夕方又來ると歸つたとのことである。深川の木揚に騷動が起つたとき野々垣は窮地に陷つた岩本芳藏を救つてやつた。それを恩義に感じた江戶ツ兒の芳藏はそれ以來野々垣の家に出入りし、その後も色々經濟的に助けてやるところもあつたので、いつか彼は野々垣の郎黨的な位置についてる男だつた。今では木場の顏役で、相當有力者になつてゐるのに、この男のてかてか赫光りさせてる顏を、この際貞野はとんと思ひ出さなかつたことを考へた。誰彼と物色はしたが、やはり首藤吉之助の所に走つたのは、どうしたものだつたらうかと考へる貞野になつた。

　その四日目、警察から呼出しがあり、綱雄は迎ひに行つた岩本芳藏といつもの顏付で歸つて來た。亢奮が烈しかつた割合に簡單に濟んだ、その安堵のためか、貞野は變に泣き出したいやうな、顏を合せたらわツと泣き出すかも知れぬとその直前まで胸をどきどきさせたが、綱雄の顏は餘りいつも過ぎるので「驚かせて」と故意わざと睨んで見せる目に變つた。何んでもないことは前から分つてたことで、だからさう言ひ置いて行つたぢやありませんかと言ふ表情で綱雄は答へ、左翼の資金關係の嫌疑で、全く馬鹿々々しい懸り合ひだと極めて簡單に說明したきりだつた。貞野は安堵の方が强かつたので、それ以上根掘り葉掘りする氣持などは飛んでゐた。そして、子供の持つ等閑さで西瓜の汁を澪す彼の膝の上にタオルを置いたり、その垢じみた體に用意した風呂の湯加減を見に立つて行つたりした。綱雄は期間の短いせいもあるが、そのやつれがまるで目に見えず、だが、何か顏にかすかな陰が尾を引いてるのも事實だつた。

　綱雄は三四年前從兄の手を通じ、相當の金額を幾度かに分けて組織に出したことがある。後從兄とは實行運動の點で、肚の中で對立し輕蔑し合ひ、それ以後、綱雄は金すら出すことを止した。當時の從兄の目からは古い殻を捨てきれぬ男と見えたに相違ない。その金が今になつて問題になつたのかと、外は平氣を裝つたが、どきりとした。だが、當局の追求は全く關り知らぬところにあつたので流石に俊行の口の堅さに感謝が涌いた。

　綱雄は今でも胸の中に、彼らしい「火」を持つてゐる。俺の「火」なぞは直ぐ消えるだらうと自分の掌で打拂ひ、自分の口で吹いて見たが、焰は小さいながら、直ぐと立ち直る。と言つて「火」を持つてると言ふ自己滿足に落ちない代りに、この嵐の中に突出して見るほどの過大評價もしてゐない。その「火」をどう育て上げるか、どう燃え擴がらせるかは今のところ分つてはゐない。だが、嵐を通して、胸の奧でかばひながら持つて行かうとしてゐる。その先には誰かが居るだらう。今は、ただそれだけである。俊行にはその後一度も會つてはゐないが、出獄後、一年程經つた頃、彼から手紙を一本貰つてゐる。その中に「君のやうな男がじつと地の中に潜んでゐることは賴しいことです。若しも、さう言ふ男がこの世に百人もゐたらどうでせう。居るかも知れない。實際はもつともつと居るのではないかしら」と前後の連絡なしに書いてあつた。やつと俺が解つたのかな、と綱雄は苦笑した。そして、人々が胸の奧でひそかにかばつてゐる百二百の小さい「火」を頭に浮べて見た。

　學校もかなり良い成績で出、その後役所には一日の缺勤もなしにつづけてゐる。そして時にはカフエ遊びもするし、役所仲間と休暇を利用して穗高登攀もやる。さう言ふ綱雄を育ちの良い男と父も母も周圍の誰しもが思つてゐるらしいが、父なぞ時に不滿らしく自分の若かつた頃の元氣さを諷刺的に彼に押しつけて來る時があつた。だが、さう言ふ周圍の中で、首藤吉之助の目だけは、銳く綱雄の皮膚の中まで突きささつて來ることを彼は知つてゐた。顏も目もたわいなく笑つてゐる、時には馬鹿のやうにさへ思へる首藤である、それでゐてどこか體全體の目で、じつと見てゐるなと、綱雄は身のひきしまるのを覺えるのだ。他の者はころりと瞞して了つても、この男だけは年中敵に廻さなければならない。だから、その釋放の夜首藤と岩本を入れた母子四人の晩餐の後で、首藤は果物をむく手を止め、眞面目くさつた顏で「役所づとめもいいが、そろそろお父さんの地盤を固め出しても早くはないだらう」

　と言つたとき、それを言ふ首藤の肚が讀みかねた。綱雄がどんな考へを持つてるか位のことは、大體彼が分つてない筈がないのだから。それを言ふことは、ただ貞野や岩本に喋舌り出させるきつかけを與へるだけである。果して、貞野は、「行く行く言つてて、お父さんが歿くなられてからまだ一度も森岡さんのお宅へ伺はないぢやありませんか。今度のことでもね、御心配下すつて、お手紙頂戴してるのよ」

　と野々垣儀平の親分にあたる政治家の名をあげた。彼の所に年中出入をして、心證をよくしておけと言ふのである。そして例により父親の自慢話になった。

　野々垣儀平は政治家としては一應淸廉の士と言はれた程なので、經濟的には相當慘めなものだつた。それが色々な現れ方で、貞野を苦しめた。そのため、一徹な良人には面と向つて言ふことはなかつたが、蔭に廻ると澪こぼして步いた。一日も早く足を洗つて貰ひたい、お前にはこんなことはやらせたくないと綱雄にも口說いた。その貞野が良人が死んで半年もすると、すつかり意見を變へてゐた。お父さんの遺志なのだからと、それを楯に綱雄を激勵し始めた。前にはさうぢやなかつたのに、と彼は苦笑し、時には詰問的な口の利き方をしたが、貞野はさうだつたかしらと言ふ顏をするきりで、それ以上相手にならなかつた。彼女はさうした態度をわざとするのでなく、一方に惹かれると、他のことや今まで言つたことを、すつかり忘れて終ふ性でその現れだつたのである。そして、あれ程煩さがり、常に乞食のやうに言つてた地方の運動員が上京し、森閑として木の繁りだけが目立つその邸に時々訪れると、下にも置かぬもてなし方をした。

　貞野がさう言ふ變り方をしたのは、苦しみながらも肉體からだは永い間に政爭の雰圍氣で作り上げられて了つた。そのため、さう言ふ世界から良人の死と共に急に抛り出されたときも、頭は兎に角、作られ肉體からだだけはその中に殘つてゐたのである。だから、政治的な雰圍氣から離れて居れば、また、それを年中刺戟するやうに岩本芳藏が訪れた。

　芳藏が綱雄に父の跡をつがせ、父の意志を發展させようと動いてゐるのは、儀平の在生中からだつた。そして、彼にとつては唯一の忠義立てであり、御恩報じだと、それが信仰になつてゐる。かつて儀平が市會議員だつたこともある關係上、彼は今から、木場の連中を一纏めにして、綱雄の用に立てやうと、策動をこらしてゐる。その信仰が悲壯なものにまでなつてゐるので綱雄にとつて、現在の政黨が魅力がないことも、それどころか、全く別の考へであることなぞは、彼との間では全くこの世の話ではないのである。綱雄は彼に會ふと、忽ち額のてかてかと赤光りしてゐるこの四十男にネヂをまかれる器械人形になり、「ああさうですか」と肯き、飛んでもないとさに、「その演說會にはどの位人が來ましたか」と御愛想のつもりで訊いたりした。又時には、小學校もろくろく出てないこの男が、あることだけは變にむづかしい言葉を使ふのを驚いた目で見たりした。そして、彼が歸つた後は、綱雄はいつもぐつたりと疲れた。

　だが、その夜の芳藏は、首藤吉之助が先代の遺業を綱雄に言ひ出したとき、「解り切つたことぢやないか、今頃やつと氣がついたのか」と言ふ表情をあらはにして、じろりと彼を見てからそつぽに顏を向けた。そして、その話な無視したやうに、果物をむくナイフの音を亂暴に立てたり、煙草にむせたやうに咳をしたりした。貞野が首藤の言葉につられて、上氣した顏で喋舌り出したとき、ぷいと便所に立つて行つた。と云ふのは、芳藏にはこの田舎者の首藤吉之助がどうしても蟲が好かなかつたのである。惡人なら惡人らしく、すつぱり切れて居れば良いが、その田舎者らしい腹黑さが堪らなかつた。芳藏の手には彼の過去がすつかり上つてゐるのに、彼の前でも首藤は口をぬぐつた素人顏をしてゐるのである。未だに何かと野々垣家に出入してゐる彼の姿には、芳藏にとつては目を離せない思ひだつた。でつぷりと肥つてゐて、たえず柔和さうに笑つて居り、一見愚物にすら見える人の良さである。それでゐて、腹の中では絕えず人の隙をうかがふ盜人眼を動かしてる、と思へた。




二




　一日ごとに秋になつたり、きまらない季候だつた。首藤の前の皿には走りの柿をむいて四つ割にしたのが二きればかり殘つてゐた。夕方、眞夏のやうだと汗をふきながら野々垣にやつて來た彼が雜談で一時間ばかりすごし、

　「時に」と話を變ヘ「あれは荒療治をせんけりやならんでせう」と言つた。あれと言つただけで、貞野には家の經濟のことだと分るほど、この頃それが首藤吉之助と結びついてゐた。

　分讓地を買つて云々と言ふことは家の經濟からはほんの一部分の話で、實はそれどころではない。先代が殘した多額の借財はその歿後拂ひきれずに殘つてるのが、相當あつた。中でも、國の銀行の大きな借財がこの一家のひどい暗影だつた。これは選擧費用で、故人がその銀行とは政治的なある取引があり、その常務とは默契があつたので、勿論無擔保であり、借りてゐながら、借りてゐぬのも同樣だつた。ところが、儀平が歿する直前、常務が變り、その上前常務が某事件で失脚したため、生前一囘すら利子を入れるどころか、借りた觀念すらなかつたものが、突然、莫大な借財として野々垣を襲つて來たのである。拂はぬわけには行かぬ。そこで他人名義のものが一萬四五千圓あり、その利子で僅かに歿後の一家の生計を立ててゐるのだが、それで思ひがけぬ借財の利子を入れたのである。けれどそれを年々繰返してゐては、一家が破產して了ふのは目に見えてゐた。この苦境が大岩になつて、貞野の瘦せた體の上にのしかかつてゐた。

「それより他にやり方がないと思ふがな、それにこのほんのニ三日をはずしたら、どうにもならんのだ」と首藤は最後のだめを押した。彼の話と云ふのは、荒療治をするつもりで、銀行の預金を拂ひ出し、それで、國の××鐵道の株をこの二三日中に買ひ占めると云ふのである。その鐵道は大分前から政府買上げの運動をしゐて、一時うまく行きさうだつたのが、内閣が變り駄目になつた。それと共に株の値はひどく下落したままになつてゐたのだが、それがある事情で（彼は二三日したら解りますよ。と言ひ、暗に政務官の更迭を諷した）今度買上げに決定する、今の處、確實に知つてゐる者は殆どないが、やがてそれが一般に解り、一度に押しよせ、株は騰貴するに定つてゐるから、この二三日を摑むか摑まないかだと言ふのである。

　「それに綱雄君の將來のためにも良いんだ、選擧區の鐵道ですからね。一時にしても、大株主だつたと言へば信用が高まる。政治なんて、そんな妙なものですよ。その上、それが引つかかりになつて、良い足場になるやうな仕事が見つかるかしれぬし、先日も言つたんだが綱雄君も、もうそろそろ‥‥」と言つた。それで、貞野にはあの夜首藤が綱雄に父の遺業をすすめたことを思ひ出した。だが彼女には現在生活の資にしてる銀行預金を拂ひ出して終ふことの不安と、株の持つ一六勝負的な恐怖が、足元の急にズリ落ちる豫感を持つて來た。

　「買つた途端に、下るなんてことないか知ら」

　「この二三日で上るつて言つてるんですよ、上るんですよ」と首藤吉之助は思はず怒つた聲になつた。今まで口を酸くして說明したのに、そのとばツ口すら理解されてないのが、怒りになつたのだ。だが、それは貞野の耳にも入らず、彼女は、

　「けど、それだけ上つたとして、銀行の元利をそれで皆拂へるか知ら」と獨語のやうに言ひ幾度か頭の中で計算する目付をした。だが、貞野はどうもまとまらず、彼女の頭はいつか馬鹿の持つ表情になつてゐた。今まで敗けるものかと力んでゐた相手の姿がはつきり見え、今更らその膨大さに、力んでた自分の腕がへなへなと細つてゆくのを感じた。彼女は株を買ふとかどうとかの問題より、相手の膨大さだけで、胸一ぱいの思ひだつた。

　「この二三日を摑むか摑まないかだけですよ。よく考へて見るんですな、兎に角、あなたが決心つくまで、綱雄君には默つてた方がいい」と首藤は最後の言葉を殘して行つた。

　その翌日になり、貞野は又取出して鐵道株の計算をし、やつと出來た。それによると、現在株は二十一二圓なので、倍の騰貴を見たとしても、銀行の元利を辛くも拂ふ程度で、これからの生活資は何等殘るところがないのである。と言つて、このままの狀態で居れば、益々追ひつめられるだけで、貞野はどうしたら良いのか、ただ混亂するだけだつた。その混亂が神經までも搔亂しにやって來、さうなると、彼女はそれがこの話を言ひ出した首藤の責任のやうな錯覺すら起した。

　貞野はそのまま凝つとはしてゐられず、大森の苜藤の家にこの氣持を持つて行つてやらうと出かけたが、流石に途中止めて、行つたこともない古い友達の家を訪ねた。だが、そこでも不愉快な氣持を負はされ、夕方歸つて來た。すると、待顏の綱雄が、昨夜首藤が岩本芳藏に毆られ負傷をしたさうだと話しするのである。今日役所の歸りに電車の中で會つた木場の男から聞いたと言ふ。

　「見舞に行つてやらなきや、いけないだらう」その綱雄の聲が、いかにも他人ひと事ごとの遠々しい響なので、反つて貞野は眉に火のついたやうな驚きが胸に來た。「ひどい傷なのかえ、ひどい傷なのかえ」と思はず續けて言つてから、當惑してる綱雄の顏にぶつつかつた。

　貞野の言葉にただの一度だつて反對したことのない人の良い芳藏が首藤を毆るなぞとは思へぬことだが、人が良いから、そんな行動に出たのだらうし、さう言へば、首藤を毆りさうな氣配がないでもなかつたことに彼女は思ひ當つた。先代が歿くなる少し前、貞野が首藤の不正を見つけ、それを芳藏に漏らすと「毆つてやらう、さうでもしなけりや。あつしや日頃から一度息のとまる程やつつけてやらうと思つてたんです」と今にも立ち上らうとした、それを彼女は默認したいやうな中途半端な氣持で止めたことがあつた。ほんの三四日前も、「まだちよこちよこやつて來るやうですね、骨の髓までしやぶらうつてんでせう。一度うんと懲してやらなきや」と芝藏はいかにも憎々しげな目をし、前の數々の不正の實例までもち出して、氣をつけてくれとくどく繰り返した。だが、今度は貞野は、肯くものがありながら、さうまで言はれるとそれに調子を合せる氣になれず、解り切つたことを煩さい男だと言ふ氣がした。

　貞野は大森行の電車に乘つて了ふと、負傷者を見舞ひに行く心の固さはとれ、街の灯や灯をうつした水の色が自由に心の中に這入つて來た。首藤の衝擊シヨツクで、さつきまでの家計の重壓が胸からはずれて行つたためと、岩本の作つた傷ならと小さく考へる判斷のためである。今はただ彼の良い點だけが頭に來た。何もかも芳藏のやうな解釋の仕方では餘り首藤が可哀さうではないか、案外にも單純な男ではあるまいかと、この世に誤解され勝ちの型タイプのあることを考へる貞野だつた。その證據に、先日の女に甘いあの甘さ、あれには人をだますものがみぢんもなく、ああ言ふ甘さは人の良い人間でなくては出て來ないものだと思ひかへされ、今はあの甘さのもつ嫌らしさが消え、あの甘さの中に自分の身を置いて見る安易さを空想した。今、彼の良い所だけが自分の頭に來るのは彼の不幸の衝撃の反動からだと批判する自分もあつたが、貞野には彼をよく思ふことが、何か爽かな氣持であつた。

　けれどその爽かな氣持は忽ち消えた。首藤吉之助は床の間に鹿の角の刀掛の置いてある奧座敷に、頭から顏にかけて白い繃帶をし、片目だけをその繃帶から出して臥てゐた。這入つて行くと、その片目だけが動いて、それが笑つてゐると解つた。

　全く豫想外のひどさに、貞野はしばらくは聲を出しそこね挨あい拶さつの言葉が浮んで來なかつた。

　「目も……」とそれだけ言つた。

　「いや目は大丈夫」と言ひながら片目を動かした。貞野はその白い繃帶姿で、感動が身内を走つた。

　昨夜野々垣家からの歸途、「用がある」と言つて、岩本芳藏に呼び止められ、最寄りの繩のれんに這入つた。先方では喧嘩をする積りでゐたのだから、一杯やつてる中に爭論になり、氣の早い芳藏に毆られたことは事實だ。けれど、この傷は芳藏のではない。彼が自宅に歸つて來ると、突然門の蔭から三人の壯漢に襲れた。木刀樣のもので顏を橫ざまに叩かれ、後からつきとばされて、よろめくところを足を拂はれた。倒れた上から頭をビール瓶で割られ、足蹴りで體が左にかへり右にかへりした。運轉手はまだそこに居たのだが、餘りの烈しさにぼんやりと立つてゐたと云ふのである。これは某土木請負の親分の仕業である。今度白煉瓦會社と緣が切れた、そのことについて自分が怨みを受けたのだと彼は說明した。

　白い繃帶の間から出てる片目は、いつもの首藤のとは異り、らんらんと光つてゐるので、繃帶との對照から變に男らしく見えた。首藤の今までの槪念とは別な彼の眞骨頂を見つけたやうな感動が彼女の體を流れ、さう言ふ男が、四方八方から虐められてゐるのかと、それが一層貞野を搖り動かした。足蹴りにされたさまを言ふ首藤の目に淚がにじむと、彼女の目にも單純に淚が浮び、顎を引いた。そして首藤の虐められてゐる姿が、自分の經濟的な苦しさと結びつきその混亂した結びつき方で、益々貞野は感動して行つた。

　貞野はその感動で殆んど口をきかなくなつた代りに、今までになくまめまめしく彼の身の周りに手を動かし、立つて行つてフラスコの水を臺所までとりに行つたりした。首藤はじつとその手つき、その姿に片目を光らしてゐたが、何か期するところのある陰に籠つた顏になつた。そして派出婦に煙草を持つて來させると、お客が歸るまで來るなと低い聲で言つた。




三




　それから幾日か後である。

　「ぢや六百枚、確か」とまだ頭に繃帶をしてゐる首藤吉之助は大型の革鞄から風呂敷包を取り出し、貞野の膝の所に押しやつた。彼女がそれを解いて、株券の一枚を取上げると「ちやんと直つてるだらう」とまるで自分の女房にでも言ふやうに、橫柄な言ひ方をした。貞野は例の鐵道株を買つたが自分名儀に直してくれと言つたのである。そのままだつて、同じことだと首藤は面倒臭がつたが、女らしい細かさに敗けて、名儀書換へに行つて來た。

　「今朝の新聞見たかね、案の定、上つてるだらう。これからぐんぐん上る一方だ」と自分で肯いて見せる言ひ方をした。

　貞野が株を買つたのは、その話があつてから六日目だつた。彼女は買ふことを躇躊して居たのだつたが、あの夜首藤と關係のついたその肉體的なものに壓倒されて買つたのである。初めこの二三日だと彼は言つたが、その發表がおくれたので、株はそのままで居たものらしく昨日發表があつた。成程、今日の新聞で鐵道株は三四圓上りを見せてゐるのだつた。

　首藤が暫らくの約束で、應擧の掛軸を持つて歸つてから、貞野は他の二三本の軸物を戶棚の奧に片付け、用箪笥に假藏しまひした株券を取出して、金庫の扉をあけてゐるときだつた。足音がなかつたのに、突然障子に人影が寫つたので、思はず取亂した目付で株券を膝の下に敷き、背後の人影を背中で探る恰好になつた。そんな時刻に綱雄が戻る筈はないと知つてゐながら彼ではないかと思つたのである。と言ふのは、彼女が綱雄に後暗いことがあると言ふ理由ばかりでなく、彼には人の急所をどこかで見てゐると言つた不氣味さがあるからである。明るく人好きがよくて、それきりの人間に見えながら、實は腹の中に烱けい々〳〵とした眼がある感じである。貞野はさう云ふ彼と思つて居なかつたのを、首藤に注意され、過去を振返ると成程と肯ける節があつた。だが、障子の人影は、使ひに出してあつた女中のおあさで、今そこの坂の下で首藤の旦那樣が圓タクを呼びとめてお乘りになるのを見かけたと、用事のあとでつけたした。

　實のところ、今度の鐵道株のことは綱雄に相談してなかつたのである。首藤が何かそれを面白がらぬ氣振りだつたし、よし相談したところで、首藤がそれに關係してゐると云ふことだけで、ぐれんと曲り、話をブチ壞す綱雄にも思へたからである。それが、買ふやうなはめになつて、決心したときには、その決心の裏を息子に讀まれるのが恐いやうな事情が貞野にできてゐた。それで相談もせず、息子の印鑑一切を持つてるのを奇貨として、獨斷で株を買つたのであつた。

　貞野は株券を金庫に藏ひ、臺所に行かうとして、玄關の側を通ると、その式臺に腰を下して靴を脫いでる綱雄の後姿が見えた。彼女は危く叫び聲をあげる程驚いた。と同時に、綱雄が振返りその驚いた顏をじつと見た。だが綱雄の方がむしろ、母が何故驚いたのか解らぬと云ふ表情になつた。
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　綱雄が母のよからぬ風聞を耳にしたのは、もう初冬の頃だつた。父の大患のとき、お百度詣りの途中、卒倒した姿や、いろいろ母らしい過去の記憶が來るので、彼には信じがたい氣がした。それでゐながら、噂に對する氣懸りから、彼はいつか母の手つき足ぶりの裏に搔い潜つて行く、疑ヘばそれに引つかかつて來るものがある。叫び聲を危くあげる程驚いた二三ケ月前の土曜日の母の顏の蔭にも何かがあつたのではないか、さう言へばその頃から解せぬ節々が時々目をかすめたと、淡くなつてる記憶が綱雄を捉へた。

　ある日曜日、珍らしく母と外出して戾ると、「さつき松坂屋の休憩室で會つた奧樣ね、あの方のつれてたお孃さんをどう思ふ」チヨツキを脫ぎにかかつてる綱雄に、母がさう切り出した。彼はそのときの情景を思ひ出すのに一寸手間をかけてから、言葉の一つ一つに手を口にあてては、しなを作つて笑つた大きな束髮女の蔭に、下うつむいて身動きもしない色の白いおとなしさうな娘の居たことが浮んで來た。「どうつて？　綺麗な娘さんぢやありませんか」「ぢやどうかしら」「どうかしらつて？」彼は口に出してから、あることに氣がつき、一寸てれたやうに目瞬きした。その娘は首藤吉之助の姪で、兩親に早く別れたために彼の田舎の家で引きとつてゐたのである。彼にはまだ結婚の意志などはまるでないので、彼女とのその話もてんからうけつけず斷つた。それにしても自分の身内を彼に持つて來やうとしたことを考へると、綱雄は自分をめぐつて首藤が何かをもくろんでるその肚が解るやうな氣がするのであつた。その後もその話を絕えず持ち込み、乘氣の母は又そばから彼をつついた。ところが、最後に話を持つて來てから三日後に、綱雄は勿論貞野にとつても突然、その娘は結婚式をあげたと分つた。もうとうに結納までが濟んでるのに、話だけは持ち込んでた首藤の振舞ひは益々分らず、貞野までがあやつられてゐた形であつた。

　だが、とにかく、そんな話を首藤が持つて來、それを貞野が、押しつけがましくすることは前の母なら彼に想像もつかぬことだが、今はつきりと疑ひの形で甦つて來た。

　綱雄はどつちつかずの落ちつかぬ日が續いた。心は曇つたり晴れかかつて又曇つたりした。惡い方でもよい、それときまつて了へば、と母を試す氣持で「ほんのさつき、お父さんが障子のところに立つてるんですよ、ひよいと振り返つたらね。」と眞面目な顏で貞野に言つて、彼女の目をそれとなくのぞき込んだ。けれど「お墓詣りを怠つてるせいね」と彼女は言つたきりだつた。又、彼は「久しく會はないけど、首藤相變らずかな、大森へ時々行つて見るの」と何氣なく突込んだ聞き方をした。「よく來ますよ、行つて見る必要はない程なの」「よくこの頃外出するつてぢやありませんか」「でかけますよ、おあさがさう言つてたの」といつもの顏をしてゐるきりである。

　それから數日後、綱雄は大森の鬼足袋工場に役所の用事で出張した。思ひの外早く用件は片付いたので、驛の近くまで來たとき急に思ひ立つて首藤の邸を訪ねて見る氣になり、省線のガードをくぐると山の方に足を向けた。母が居るのではあるまいかと思ふと胸がどきどきした。邸が近づくと、それを確めるために、足が向いた筈なのに、折よく居ないでくれとその方に氣持は傾いてゐる。

　玄關の手前から八つ手や紅葉の木を通して中庭が見え、それに面した椽側で手拭を被つた女が二人動いてゐる。大がかりの掃除の後らしく、道具類が庭に持ち出され、それに雜巾をかけてる姿である。最初、見てゐながら氣付かなかつたが、癎高い聲で思はず足をとめ、圖に當り過ぎた鷲きが來た。その一人は貞野だつた。二人の向ふの庭石の側にでつぷりと肥つた腹の上の帶に兩手をはさんだ首藤吉之助が指圖がましい顏で立つてゐたが、彼の方が綱雄を早く見つけたらしかつた。首藤の口が一寸動き、それから驚いた貞野の顏がこちらを向いた。

　「いや、お母さんが居ちや駄目なんだ。居ないところで話があつたんだが」と、とつさの思ひつきで、綱雄は八ツ手や紅葉の間から顏を出した貞野に、ぶつきら棒に言ふと、これで用は濟んだと知らせるやうな平靜を裝つた顏で向ふの首藤に目禮して、引返した。餘り突然の出現だつたためか、貞野は驚いた顏を取繕ふこともできず、口も一言もきかずにぽかんと立つて居たきりだつた。綱雄にとつては、指圖がましい顏で立つたままの首藤、その前でじんじんばしよりになつて雜巾をかけてる貞野、その對照が兩人のある深さを物語つてると綱雄は胸えぐられたのである。その上、貞野が着てゐた麻の葉の着物は、去年家でよく見かけた普段着で、それを運んで來、ここに置いとく母の心は、とうに自分とは緣のないものになつてたのだと、裏切られたくやしさだつた。

　その夜、いつ母が歸つたのか綱雄は知らなかつた。彼も夜更けて戾つたのだが、それよりもおそかつたらしく、隨分經つてから、茶の間で聞きなしかいつもとちがつて艶の失せた聲がしたので、それと解つた。その聲は貞野の負け目の氣持を表はしてゐた。彼は出て行くと貞野は會計簿の頁をめくつたり、何か考へる風な樣子をしたりしてゐた。

　「お母さんの變な噂があるの知つてますか」それを立つたまま言ふと、むらむらと狂暴な氣持が押しよせ、何かひどいことを言ひさうになつた。貞野は萬年筆をとめ、そのままじつとしてゐた。

　その翌朝綱雄が起きたときには、彼女は居なかつた。それどころか五時には起きる女中のおあさも知らないと言ふので、今朝暗い中に出たものか、昨夜眞夜中に出たものか、それすら見當がつかなかつた。一時頃ねむれないでゐた綱雄が便所に行つたときには彼女はまだ茶の間に居た。便所から出ると、ごつんごつんと鈍い音が亂暴にするので、そこをちらとのぞくと、貞野がほつれた髮のまま頭をはげしく柱にうちつけうちつけしてゐる。何か憑れたやうな顏になつてるので、うつかり飛び出て、益々ひどいことになつてはと足音を忍ばせて戾つたが、室に這入るときも茶の間から唸くやうな聲が聞こえたと思つた。そのことが今、突然稻妻となつて頭にやつて來た。

　彼は下駄をつつかけるやうにして、自動電話に行き、大森にかけたが、お出でになつてないとの冷たい言葉だつた。だが、それは當然の居留守かも知れぬので、一應出て行つて本當にゐなければ、次の手段をとるより仕方ないと思つた。彼は朝食もとらずに大森に行つたが、出て來た女中はやはりお出でにならぬ一點張りで、主人の吉之助も早く出かけたと面會をさけて了つた。

　ところが玄關を出て間もなく、確かに貞野にちがひない大きな聲がした。それは故意の大きな聲である。居たのだと强い安堵が來、それと共に無事を知らせるための故意の大聲だと分るので、何か母の切ない情なさけにふれた氣がするのであつた。

　一言も口をきけずに立つてた母の顏や帳簿をつける手をとめてじつと氷つたやうにしてゐた彼女の姿が浮び、殊に眞夜中苦しみに苦しみ拔いて、やはり男の所に來ずには居れなかつた彼女、それを思ふと、彼は何か素直に肯いてしまはずには居られなかつた。

　綱雄はそれ以來、そのことについては、彼女に一言も加へようとしなかつた。ところが、三月程經つてから、別のことで彼女に當つて行かねばならぬことが起つて來た。偶然、久し振りで會つた岩本芳藏の口から、貞野がだまされて、莫大な鐵道株を買つたこと、ある方面の噂ではかねて株の仲賣に手を出してる首藤が、困つてるその鐵道株を桁はずれの口錢をとる約束で某氏のために奔走し、彼女に押しつけたものだと聞かされたのである。「若しものことがあつたら先代の御遺業が‥‥」と芳藏は眉をひそめてから「それにしても首藤と言ふ奴はひでえ野郎で」と繩のれんの例の喧嘩の直ぐ翌々日暴力團を二人よこし、四日ほど起き上れない程の毆り方をした。その上、貞野を焚きつけたものらしく彼女から出入差しとめの手紙が來たのである。いつかは分ることとお邸に伺ふことは遠慮した。そのための御無沙汰だつたと云ふのである。

　綱雄は貞野と顏を合はすと先づ「岩本の出入を差止めたんですつてね」と言外の重さでのしかかつて行つた。貞野はその重さの程度が分らぬので、迷つた顏になつてると「鐵道株を買つたんださうですね」と綱雄は矢繼早に押へつけた。それが矢繼早だつたので、貞野は氣押され素直に肯いて了つた。「インチキ株だつて話ぢやありませんか」「そんな——。岩本が云つたんでせう」「配當どころか、下る一方で、今ぢや買手なんかないつてぢやありませんか」貞野は今年中に配當が來るやうになると言はれたが年が改つたのに配當どころか、政府買上の件が全く絕望なので、ぐんぐん下つて了つた。この二三ケ月、例の銀行やその他の利子督促がはげしいのに、そんな狀態になつてゐるので、彼女は先の見込がなくなつたやうな每日を送つてゐたのである。「もう少し待て。きつと買上がまとまつて、株ははね上るから」といつもきまりきつたその首藤の言葉は、今では空言に等しいと解つてゐながら、その空言でやつと生きてる彼女だつた。だが、その首藤もこの頃ではなるべく彼女に會ふことを避ける素振りがちよいちよい見え、殊に、そんな泣言を言はふものなら、露骨に嫌な顏をして口もきかなかつた。「お前に相談せずに事を運んで、ほんとに申譯なかつたんだが」と貞野はいつもの彼女らしくない弱音に變つた。綱雄も、殆んど現金の全部を株に投じたことをきかされ、怒るよりも、母と同じ顏と無口になつて行つた。

　ある夕方、區裁判所から、綱雄宛で財產差押えの告知書が屆いた。貞野も綱雄もひどく驚いた。貞野はいつかそれが來ると云ふ豫期は持つてゐた。だから、それが來ない前に、その對策をしなければとの肚だつたし、奔走もしてゐたが、そんなに早く來るとは思つてゐなかつた。良人の在世中、相手を見み縊くびる度胸があれば、世の中はそれでどうやら通るものだと云ふ心の習慣が作られてゐた。それに支配されて、相手を少し甘く見て居たことも事實だつた。猶豫期間中に、何んとかして了はねばならぬので、彼女は急に周章て出し、直ぐと大森に電話をかけたが留守で、今夜はおそいと云ふことだつた。その夜は綱雄と膝をつき合せたが、兩人とも變に亢奮するだけで、九時が鳴つたとき、どうしたのか急にお互ひに輕蔑し合つた顏になり、別の室に別れた。

　翌朝、貞野が外出の仕度をしてるところへ、綱雄が寢卷のまま這入つて來た。

　「首藤に良い考があるかしら」

　はれぼつたい目はしてるが、昨夜とはまるで違ふ、餘裕のある、いくらか茶化した言ひ方で彼女の行先をづばりと言ふのだつた。

　貞野は七時少し前に出て行つたのだが、すでに八時半には戾つて來た。大森をやつと往復する時間である。綱雄は母が戾るまで居てくれと云ふので待つて居たが、歸つた氣配なのに彼女は直ぐ來ない。恐らくいい話はなかつたのだらうと、やがて茶の間に這入つて行つた。貞野は長火鉢の火箸を握りしめ握りしめしながら妙に亢奮して靑ざめた顏になつて居た。

　「どうでした。どうにかなりさう？」

　彼女は默つてゐた。

　「お前知つてるでせう、首藤の姪と見合ひしたとき、ついてた女‥‥」やつと彼女はそれだけ言つた。綱雄は見合のときのあの一言喋舌るごとに、口に手をあてて笑ふ大きな束髮の女を思ひ出し、貞野がそれきり默つてゐるので、「それがどうしたの」と訊いた。「え？」と相手の言葉が耳に這入らぬ彼女の返事が戾つて來た。

　先刻、貞野が急ぎ足で、首藤の玄關に行つたとき、聲こわ高だかに何か女中に指圖しながら、金箔の衝つい立たてのところに出て來たのが、その女だつた。起きたてらしいしどけない姿で、玄關の眞中に立つたまま「居りません」とぞんざいに相手を押し返すやうな言ひ方をした。その姿と言葉遺ひだけで、もはや說明を要しないある强さがあり、貞野は敗けたのである。その女が本當に居据つたのか、本當に首藤が自分を裏切つたのか、と彼女はその亂れた想ひで、頭は一ぱいである。今の彼女には、差押えも破產も、遠い話になつて居る。

　「あきらめるんだね」と綱雄が言つた。「え？」と初めて、訊きかへす息の詰つた貞野の聲がして、目が据つた。だが、兩人は別々のことを考へて居るのである。

　「もうこれで、岩本芳藏も煩さく言はなくなるだらう。親爺の遺志と云ふ奴をね」と彼は立ち上り、首藤や貞野や岩本などのもつれ合つて自分の周りを飛び𢌞つてた姿を、眺めるやうな氣持で思ひ出した。やがて彼は椽側の向ふにと落着いた足取りで步いて行つた。

　貞野の膝元には、良人讓りの銀煙管が、投げ出されてある。







世間の顏









著　者：荒木巍







古雜文庫 0065







令和元年六月二十八日発行




発行者：永江良一







パブリックドメイン

この作品は著作権保護期間を満了しています。







底　本：「世間の顏」


竹村書房　刊



昭和十二年五月二十日発行





OEBPS/image/center.png





OEBPS/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		世間の顏



		奥付











OEBPS/image/cover.jpg
HEDER

HHEE0065





OEBPS/image/upper-line.png
D2 of =





OEBPS/image/lower-line.png
e





